
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｎ－ [[(４ ,６－ジメトキシ－２－ピリミジニル )アミノ ]カルボニル ]－１－メチル－４－ (
２－メチル－２Ｈ－テトラゾール－５－イル )－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンアミド
（アジムスルフロン (azimsulfuron)）である式Ｉ
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の化合物またはその農業用に適する塩、
並びに２－クロロ－Ｎ－ (２ ,６－ジメチルフェニル )－Ｎ－ [(３－メトキシ－２－チエニ
ル )メチル ]アセトアミド（テニルクロル (thenylchlor)）である式 IIａ
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【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の化合物および３－ [４－クロロ－５－ (シクロペンチルオキシ )－２－フルオロフェニル ]
－５－ (１－メチルエチリデン )－２ ,４－オキサゾリジンジオン（ペントキサゾン (pentox
azone)）である式 IIｂ
【化３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の化合物から選択される１種もしくはそれ以上の化合物を含んでなる除草剤混合物。
【請求項２】
ベンスフロンメチル (bensulfuron methyl)、メトスルフロンメチル (metsulfuron methyl)
、プロパニル (propanil)、クロリムロンエチル (chlorimuron ethyl)、ピラゾスルフロン
エチル (pyrazosulfuron ethyl)、イマゾスルフロン (imazosulfuron)、シノスルフロン (ci
nosulfuron)およびシクロスルファムロン (cyclosulfamuron)よりなる群から選択される化
合物をさらに含んでなる請求項１に記載の除草剤混合物。
【請求項３】
有効量の請求項１に記載の除草剤混合物および少なくとも１種の次の成分：界面活性剤、
固体または液体の希釈剤を含んでなる望ましくない植生の成長を抑制するための農業用に
適する組成物。
【請求項４】
保護しようとする場所に除草有効量の請求項１に記載の除草剤混合物を接触させることを
含んでなる望ましくない植生の成長を抑制するための方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の分野】
本発明は雑草に対する相乗的効果を有する除草剤の混合物に関する。
【０００２】
【発明の背景】
望ましくない植生 (vegetation)の抑制は高い作物効率を得る際に非常に重要である。特に
例えばとりわけイネ、大豆、サトウダイコン、トウモロコシ、ポテト、小麦、大麦、トマ
トおよびプランテーション作物の如き有用な作物中における雑草の成長の選択的抑制の達
成は非常に望ましい。そのような有用な作物中における抑制されない雑草成長は生産性に
おける相当な減少を引き起こし、そしてそれにより消費者に対する価格の増加をもたらす
。非作物領域における望ましくない植生の抑制も重要である。そのような成果を達成する
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生成物を発見するという要望は依然として商業的に重要である。
【０００３】
典型的には除草剤の組み合わせを使用すると、植物抑制範囲を拡大しまたは加算的効果に
よる特定種類の抑制水準が高まる。ある種の稀な組み合わせが驚くべきことに加算的効果
値より大きい効果すなわち相乗効果を与える。そのような価値ある組み合わせが今回発見
された。
【０００４】
米国特許第４ ,７４６ ,３５３号、米国特許第４ ,８０２ ,９０７号およびヨーロッパ特許出
願公開４９６ ,３４７－Ａ２は、本発明の混合物中で使用される個々の化合物を開示して
いるが、これらの文献のいずれにも混合物またはそれらの驚ろくべき相乗的効用は開示さ
れていない。
【０００５】
【発明の要旨】
本発明は、雑草を相乗的に抑制することが今回発見された、Ｎ－ [[(４ ,６－ジメトキシ－
２－ピリミジニル )アミノ ]カルボニル ]－１－メチル－４－ (２－メチル－２Ｈ－テトラゾ
ール－５－イル )－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンアミド（アジムスルフロン (azimsulf
uron)、式Ｉ）
【０００６】
【化４】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０００７】
またはその農業用に適する塩と、
２－クロロ－Ｎ－ (２ ,６－ジメチルフェニル )－Ｎ－ [(３－メトキシ－２－チエニル )メチ
ル ]アセトアミド（テニルクロル (thenylchlor)、式 IIａ）
【０００８】
【化５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０００９】
および３－ [４－クロロ－５－ (シクロペンチルオキシ )－２－フルオロフェニル ]－５－ (
１－メチルエチリデン )－２ ,４－オキサゾリジンジオン（ペントキサゾン (pentoxazone)
、式 IIｂ）
【００１０】
【化６】
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【００１１】
から選択される１種もしくはそれ以上の化合物の混合物に関する。本発明はまた除草有効
量の上記の混合物および少なくとも１種の次の成分：界面活性剤、固体または液体の希釈
剤を含んでなる除草剤組成物にも関する。本発明はまた望ましくない植生の場所に除草有
効量の上記の混合物を適用することを含んでなる望ましくない植生を抑制する方法にも関
する。
【００１２】
増強された除草利用にとって好適な本発明の混合物には、
（ａ）式Ｉの化合物および式 IIａの化合物、並びに
（ｂ）式Ｉの化合物および式 IIｂの化合物
が包含される。除草有効量の該好適な混合物および少なくとも１種の次の成分：界面活性
剤、固体または液体希釈剤を含んでなる除草剤組成物も好適である。
【００１３】
望ましくない植生を抑制する好適な方法は、植生の場所に除草有効量の好適な混合物また
はそれらの組成物を適用することを含んでなる。
【００１４】
雑草抑制範囲および／または作物選択性の理由のために、本発明の混合物の好適な適用は
イネ作物中、特に水田イネ栽培中である。
【００１５】

式Ｉの化合物は米国特許第４ ,７４６ ,３５３号に記載されている。その合成は式１のピラ
ゾールスルホンアミドと式２の複素環式カルバメートのカップリングを包含する。
【００１６】
【化７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１７】
本発明の混合物は式Ｉのスルホニルウレア化合物を１種もしくはそれ以上のその農業用に
適する塩として含むことができる。これらは当該技術分野で既知である多くの方法で製造
することができる。例えば、式Ｉのスルホニルウレアを十分な塩基性アニオンを有するア
ルカリまたはアルカリ土類金属塩（例えば、水酸化物、アルコキシド、炭酸塩または水素
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化物）の溶液と接触させることにより金属塩を製造することができる。第四級アミン塩は
同様な技術により製造することができる。
【００１８】
式Ｉのスルホニルウレアの塩はまた１つのカチオンと別のものとの交換によっても製造す
ることができる。カチオン交換は式Ｉのスルホニルウレアの塩（例えば、アルカリまたは
第四級アミン塩）の水溶液と交換しようとするカチオンを含有する溶液との直接的接触に
より行うことができる。この方法は交換されたカチオンを含有する所望する塩が水中に不
溶性でありそして濾過により分離できる時に最も有効である。
【００１９】
式Ｉのスルホニルウレアの塩（例えば、アルカリまたは第四級アミン塩）の水溶液を元の
塩のカチオンと交換すべきカチオンを含有するカチオン－交換樹脂が充填されたカラム中
に通すことにより交換を行ってもよくそして所望する生成物をカラムから溶離する。この
方法は所望する塩が水溶性である時（例えば、カリウム、ナトリウムまたはカルシウム塩
）に特に有用である。
【００２０】
式 IIａの化合物は米国特許第４ ,８０２ ,９０７号に記載されている通りにして製造するこ
とができる。この合成は式３のアニリンと式４のアシルクロリドとのカップリングを包含
する。
【００２１】
【化８】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００２２】
式 IIｂの化合物はヨーロッパ特許出願公開４９６ ,３４７－Ａ２に記載されている通りに
して製造することができる。その合成は式５の２－ヒドロキシエステルと式６のイソシア
ナートとの環化を包含する。
【００２３】
【化９】
　
　
　
　
　
　
　
【００２４】

式Ｉ並びに式 IIａおよび IIｂの化合物の混合物は多くの方法で調合することができる：
（ａ）式Ｉ並びに式 IIａおよび IIｂの化合物を別個に調合しそして別個に適用することが
でき、または適当な重量比で例えばタンク混合物として同時に適用することができ、或い
は
（ｂ）式Ｉ並びに式 IIａおよび IIｂの化合物を適当な重量比で一緒に調合することができ
る。
【００２５】
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式Ｉ並びに式 IIａおよび IIｂの化合物の混合物は、一般的には液体もしくは固体の希釈剤
および／または界面活性剤を含んでなる農業用に適する担体との調合物において使用され
、そこではその調合物は活性成分の物理的性質、適用方式並びに環境要素、例えば土壌の
タイプ、水分および温度に適合させる。有用な調合物には、場合により濃稠化してゲルに
することができる液体、例えば液剤（乳化可能な濃縮物を含む）、懸濁剤、乳剤（微細乳
剤および／または懸濁乳剤を含む）などが包含される。有用な調合物にはさらに、水－分
散性（「湿潤性」）または水溶性でありうる固体、例えば粉剤 (dust)、散剤 (powder)、顆
粒剤、ペレット、錠剤、フィルムなどが包含される。活性成分は（マイクロ）カプセル化
しそしてさらに懸濁液または固体調合物に形成されていてもよく、或いは活性成分の調合
物全体をカプセル化（または「オーバーコーテイング」）することもできる。カプセル化
は活性成分の放出を抑制または遅延させることができる。噴霧可能な調合物を適当な媒体
中に希釈しそして１ヘクタール当たり約１～数百リットルの噴霧量で使用することができ
る。高濃度組成物は主として別の調合物用の中間体として使用される。
【００２６】
調合物は典型的には有効量の活性成分、希釈剤および界面活性剤を合計１００重量％にな
る下記の概略範囲内で含有する。
【００２７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代表的な固体希釈剤は Watkins, et al., Handbook of Insecticide Dust Diluents and C
arriers, 2nd Ed., Dorland Books, Caldwell, New Jersey に記載されている。代表的な
液体希釈剤は Marsden, Solvents Guide, 2nd Ed., Interscience, New York, 1950 に記
載されている。 McCutcheon's Detergents and Emulsifiers Annual, Allured Publ. Corp
., Ridgewood, New Jersey、並びに  Sisely and Wood, Encyclopedia of Surface Active
 Agents, Chemical Publ. Co., Inc., New York, 1964 は界面活性剤およびその推奨用途
を示している。全ての調合物は、泡立ち、ケーキ化、腐食、微生物の生長などを減ずるた
めにまたは濃稠化して粘度を増すために少量の添加剤を含有することができる。
【００２８】
界面活性剤には、例えば、ポリエトキシル化アルコール類、ポリエトキシル化アルキルフ
ェノール類、ポリエトキシル化ソルビタン脂肪酸エステル類、ジアルキルスルホ琥珀酸類
、硫酸アルキル類、スルホン酸アルキルベンゼン類、有機シリコーン類、Ｎ ,Ｎ－ジアル
キルタウレート類、リグニンスルホン酸塩類、ナフタレンスルホネートホルムアルデヒド
縮合物、ポリカルボキシレート類、およびポリエチレン／ポリオキシプロピレンブロック
共重合体が包含される。固体希釈剤には、例えば、クレー、例えばベントナイト、モンモ
リロナイト、アタパルジャイトおよびカオリン、澱粉、砂糖、シリカ、タルク、珪藻土、
ウレア、炭酸カルシウム、炭酸および炭酸水素ナトリウム、並びに硫酸ナトリウムが包含
される。液体希釈剤には、例えば、水、Ｎ ,Ｎ－ジメチルホルムアミド、ジメチルスルホ
キシド、Ｎ－アルキルピロリドン、エチレングリコール、ポリプロピレングリコール、パ
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ラフィン類、アルキルベンゼン類、アルキルナフタレン類、オリーブ油、ヒマシ油、アマ
ニ油、桐油、ゴマ油、トウモロコシ油、ピーナッツ油、綿実油、大豆油、菜種油およびヤ
シ油、脂肪酸エステル類、ケトン類、例えばシクロヘキサノン、２－ヘプタノン、イソホ
ロンおよび４－ヒドロキシ－４－メチル－２－ペンタノン、並びにアルコール類、例えば
メタノール、シクロヘキサノール、デカノールおよびテトラヒドロフルフリルアルコール
が包含される。
【００２９】
濃厚乳剤を包含する液剤は、成分を単に混合することにより製造することができる。化学
的に安定化された水性スルホニルウレアまたは農業用に適するスルホニルウレア塩分散液
は米国特許第４ ,９３６ ,９００号に教示されている。改良された化学的安定性を有するス
ルホニルウレアの液剤調合物は米国特許第４ ,５９９ ,４１２号に教示されている。粉剤お
よび散剤は、配合しそして一般的にはハンマーミルまたは流体エネルギーミル中でのよう
に粉砕することにより製造できる。懸濁剤は一般的には湿潤－粉砕により製造され、例え
ば、米国特許第３ ,０６０ ,０８４号を参照のこと。顆粒剤およびペレットは活性物質を予
備成形された粒状担体に噴霧することによりまたは凝集技術により製造することができる
。 Browning, "Agglomeration", Chemical Engineering, December 4, 1967, pp 147-148,
 Perry's Chemical Engineer's Handbook, 4th Ed., McGraw-Hill, New York, 1963, pag
es 8-57 以下、並びにＷＯ　９１／１３５４６を参照のこと。ペレットは米国特許第４ ,
１７２ ,７１４号に記載されている通りにして製造することができる。水－分散性および
水溶性顆粒剤は米国特許第４ ,１４４ ,０５０号、米国特許第３ ,９２０ ,４４２号およびＤ
Ｅ３ ,２４６ ,４９３号に教示されている通りにして製造することができる。錠剤は米国特
許第５ ,１８０ ,５８７号、米国特許第５ ,２３２ ,７０１号および米国特許第５ ,２０８ ,０
３０号に教示されている通りにして製造することができる。フィルムは英国特許第２ ,０
９５ ,５５８号および米国特許第３ ,２９９ ,５６６号に教示されている通りにして製造す
ることができる。
【００３０】
調合技術に関する別の情報に関しては、米国特許第３ ,２３５ ,３６１号、６欄、１６行～
７欄、１９行および実施例１０－４１；米国特許第３ ,３０９ ,１９２号、５欄、４３行～
７欄、６２行および実施例８、１２、１５、３９、４１、５２、５３、５８、１３２、１
３８－１４０、１６２－１６４、１６６、１６７および１６９－１８２；米国特許第２ ,
８９１ ,８５５号、３欄、６６行～５欄、１７行および実施例１－４； Klingman, Weed Co
ntrol as a Science, John Wiley and Sons, Inc., New York, 1961, pp 81-96; 並びに  
Hance et al., Weed Control Handbook, 8th Ed., Blackwell Scientific Publications,
 Oxford, 1989 を参照のこと。
【００３１】
以下の実施例では、百分率はすべて重量によるものであり、そして調合物はすべて一般的
方法で製造される。
【００３２】

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　　１ .０％
テニルクロル (thenylchlor)　　　　　　　　　　　　　  ９７ .５％
シリカエーロゲル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .５％
合成非晶質微細シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０％

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　２１ .７％
テニルクロル (thenylchlor)　　　　　　　　　　　　　  ４３ .３％
ドデシルフェノールポリエチレングリコールエーテル　　　２ .０％
リグニンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　４ .０％
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シリコアルミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　６ .０％
モンモリロナイト（か焼されたもの）　　　　　　　　　２３ .０％

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　　１ .７％
テニルクロル (thenylchlor)　　　　　　　　　　　　　  　８ .３％
アタパルジャイト顆粒（低揮発性物体、０ .７１／０ .３０ｍｍ、
Ｕ .Ｓ .Ｓ .Ｎｏ .２５－５０ふるい）　　　　　　　　　　９０ .０％

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　　０ .６％
テニルクロル (thenylchlor)　　　　　　　　　　　　　  ２４ .４％
無水硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０％
粗製リグニンスルホン酸カルシウム　　　　　　　　　　　５ .０％
アルキルナフタレンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　１ .０％
カルシウム／マグネシウムベントナイト　　　　　　　　５９ .０％

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　　０ .７％
ペントキサゾン (pentoxazone)　　　　　　　　　　　　  ９７ .８％
シリカエーロゲル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .５％
合成非晶質微細シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０％

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　２１ .７％
ペントキサゾン (pentoxazone)　　　　　　　　　　　　  ４３ .３％
ドデシルフェノールポリエチレングリコールエーテル　　　２ .０％
リグニンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　４ .０％
シリコアルミン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　６ .０％
モンモリロナイト（か焼された）　　　　　　　　　　　２３ .０％

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　　０ .９％
ペントキサゾン (pentoxazone)　　　　　　　　　　　　  　９ .１％
アタパルジャイト顆粒（低揮発性物体、０ .７１／０ .３０ｍｍ、
Ｕ .Ｓ .Ｓ .Ｎｏ .２５－５０ふるい）　　　　　　　　　　９０ .０％

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　　０ .５％
ペントキサゾン (pentoxazone)　　　　　　　　　　　　  ２４ .５％
無水硫酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　１０ .０％
粗製リグニンスルホン酸カルシウム　　　　　　　　　　　５ .０％
アルキルナフタレンスルホン酸ナトリウム　　　　　　　　１ .０％
カルシウム／マグネシウムベントナイト　　　　　　　　５９ .０％

アジムスルフロン (azimsulfuron)　　　　　　　　　　　　６ .２％
テニルクロル (thenylchlor)　　　　　　　　　　　　　  ３６ .９％
ペントキサゾン (pentaxazone)　　　　　　　　　　　　  ５５ .４％
シリカエーロゲル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ .５％
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合成非晶質微細シリカ　　　　　　　　　　　　　　　　　１ .０％

式Ｉ並びに式 IIａおよび IIｂの除草性化合物の混合物が、例えばイネの如きある種の一年
生単子葉植物種に対する選択的安全性を保有しながら、選択された雑草の予期せぬ相乗的
抑制を与えることが今回発見された。本発明の混合物は、移植されたまたは直撒きされた
ジャポニカ (japonica)またはインディカ (indica)イネに対する影響をほとんどまたは全く
有していないが、望ましくない地上または水性のイネ科植物 (grass)、広葉植物、および
スゲ科植物 (sedge)の雑草種の成長を選択的に抑制するのに有効である。これらがイネに
対する被害なしにイヌビエ (barnyardgrass)の抑制を与える相乗的作用は、イヌビエおよ
びイネが両者ともイネ科植物であるため、非常に価値があり且つ注目すべきである。本発
明の混合物を雑草種がはびこっている乾燥土または灌水土に適用することにより、或いは
雑草植物の葉への適用により、或いは葉、種子または植物部分を覆う水への適用により、
雑草は死滅するかまたは十分な被害を受けてイネ作物に対して競争に負けない利点を与え
る。発芽前から４葉段階までの直撒きイネへの適用、１ .０－４ .０葉段階での移植イネへ
の適用および発芽前から３葉段階までの雑草に対する適用が好ましい。適用は間欠的にま
たは連続的な灌漑式イネ栽培に対して行うことができる。
【００３３】
式Ｉ（アジムスルフロン (azimsulfuron)）および式 IIａ（テニルクロル (thenylchlor)）
の化合物の除草有効量は環境条件、調合、適用方法、存在する植物の量およびタイプなど
に依存して変動するであろう。式Ｉ対式 IIａの使用割合比は一般的には１：２～１：１０
０であり、ほとんどの用途には１：５～１：４０の比が好ましい。一般的には、式Ｉの化
合物は３～３０ｇ  ａｉ／ｈａの割合で適用され、そして式 IIａの化合物は５０～３００
ｇ  ａｉ／ｈａの割合で適用される。好適には、式Ｉの化合物は５～２０ｇ  ａｉ／ｈａの
割合で適用され、そして式 IIａの化合物は７５～２５０ｇ  ａｉ／ｈａの割合で適用され
る。
【００３４】
式Ｉ（アジムスルフロン (azimsulfuron)）および式 IIｂ（ペントキサゾン (pentaxazone)
）の化合物の除草有効量は環境条件、調合、適用方法、存在する植物の量およびタイプな
どに依存して変動するであろう。式Ｉ対式 IIｂの使用割合比は一般的には１：２～１：１
５０であり、ほとんどの用途には１：１０～１：５０の比が好ましい。一般的には、式Ｉ
の化合物は３～３０ｇ  ａｉ／ｈａの割合で適用され、そして式 IIｂの化合物は５０～５
００ｇ  ａｉ／ｈａの割合で適用される。好適には、式Ｉの化合物は５～２０ｇ  ａｉ／ｈ
ａの割合で適用され、そして式 IIｂの化合物は７５～４００ｇ  ａｉ／ｈａの割合で適用
される。
【００３５】
当該技術分野の専門家は、適用割合並びに式Ｉの除草剤対式 IIａおよび IIｂの除草剤の比
並びに所望とする雑草抑制および作物安全性水準に関して必要な時機を容易に決めること
ができる。
【００３６】
除草剤処置としての実際的な使用のために、本発明の混合物をさらに他の既知の除草剤お
よび農業用の作物保護化学薬品と混合して別の雑草種に対する追加的活性範囲を与えるよ
うにしてもよい。混合しうる除草剤には下記のものが包含されるがそれらに限定されない
：シハロフォップ－ブチル (cyhalofop-butyl)、カフェンストロール (cafenstrole)、ジメ
ピペレート (dimepiperate)、エポプロダン (epoprodan)、エトベンザニド (etobenzanid)、
プレチラクロル (pretilachlor)、チオベンカルブ (thiobencarb)、ピリブチカルブ (pyribu
ticarb)、ピラゾレート (pyrazolate)、ベンキソフェナップ (benxofenap)、ブロモブチド (
bromobutid)、メフェナセット (mefenacet)、アニロフォス (anilofos)およびベンフレセー
ト (benfuresate)。好適に使用される除草剤混合物相手はスルホニルウレア除草剤である
ベンスルフロンメチル (bensulufuron methyl)、メトスルフロンメチル (metsulfuron meth
yl)、クロリムロンエチル (chlorimuron ethyl)、ピラゾスルフロンエチル (pyrazosulfuro
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n ethyl)、イマゾスルフロン (imazosulfuron)、シノスルフロン (cinosulfuron)およびシ
クロスルファムロン (cyclosulfamuron)である。
【００３７】
さらに、本発明の混合物を、農業用に許容可能な添加剤、例えば界面活性剤、緩和剤、延
展剤、乳化剤または肥料と組み合わせて性能を改良してもよい。本発明の混合物は一般的
には調合された組成物として使用されるであろう。
【００３８】
下記の試験は特定の雑草に対する本発明の化合物の抑制効果を示す。しかしながら、これ
らの化合物により得られる雑草抑制はこれらの種に限定されるものではない。これらの試
験では、化合物１は式Ｉの化合物であるアジムスルフロン (azimsulfuron)であり、化合物
２は式 IIａの化合物であるテニルクロル (thenylchlor)であり、そして化合物３は式 IIｂ
の化合物であるペントキサゾン (pentoxazone)である。
【００３９】

イヌビエ（Ｅ chinochloa crus-galli）の個々の容器に種を撒きそして発生の２葉段階ま
で成長させた。繁殖のためにタマ・シルト・ローム土 (Tama silt loam soil)を使用した
。イネ（Ｏ ryza sativa, cv. Cypress）を予備発芽させそして土の表面に種を撒きそして
発生の３葉段階まで成長させた。処置前に全ての容器中の水の深さを約３ｃｍに調節した
。化合物１および２を非－植物毒性溶媒混合物中で調合しそして各容器中の土の表面に適
用した。
【００４０】
処置した植物および未処置対照を温室条件下で１４日間保ち、その時点で植物を未処置対
照と比較しそして視覚的に評価した。表Ａにまとめる植物応答評価は０～１００の目盛り
に基づいており、そこでは０は効果なしでありそして１００は完全抑制である。
【００４１】
コルビー (Colby)式を使用して化合物１と化合物２の混合物の予測される加算的除草効果
を計算した。コルビー式（ Colby, S. R. "Calculating Synergistic and Antagonistic R
esponses of Herbicide Combinations," Weeds, 15(1), pp 20-22 (1967)）により除草剤
混合物の予測される加算的効果を計算し、そして２種の活性成分に関しては式：
Ｐ a + b＝Ｐ a＋Ｐ b－ (Ｐ aＰ b／１００ )
［式中、Ｐ a + bは個々の成分の加算的寄与から予測される混合物の効果百分率であり、
Ｐ aは混合物中での同時使用割合における第一活性成分の観察された効果百分率であり、
そして
Ｐ bは混合物中での同時使用割合における第二活性成分の観察された効果百分率である］
により計算される。
【００４２】
化合物１と化合物２の組み合わせは、驚くべきことに、コルビー式からの計算により予測
されるものより良好なある種の雑草の抑制を与えることが見いだされ、従って相乗的作用
を示す。表Ａは化合物１および化合物２を単一活性成分として単独で適用した場合、化合
物１および化合物２の２種の活性成分の混合物として適用した場合の特定雑草の抑制の視
覚的評価、並びに化合物１および化合物２の除草剤混合物の予測される加算的効果（コル
ビー式）を示す。化合物１対化合物２の種々の比、並びに種々の調合タイプが２種の除草
剤の組み合わせにより有用な雑草抑制を与える。
【００４３】
【表１】
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【００４４】
この試験からわかるように、アジムスルフロン (azimsulfuron)（化合物１）と９０ｇ／ｈ
ａのテニルクロル (thenylchlor)（化合物２）の組み合わせはイヌビエ抑制を予測された
ものより驚異的に増加させた。５ｇのアジムスルフロン＋９０ｇのテニルクロルの場合に
は、抑制は不良（７９％）から良好（８５％）に増加した。１０ｇのアジムスルフロン＋
９０ｇのテニルクロルの場合には、抑制は９１％（良好）の予測値から９８％（優秀）と
なった。より高いテニルクロルの割合（１８０ｇ／ｈａ）では、抑制はすでに優秀（９８
％）であったため、この試験ではこの高い割合では相乗的作用を示す機会がなかった。こ
の相乗的作用により、本発明の混合物はコルビー式を使用した個々の成分の効果の加算に
基づいて必要であろうものより実質的に低い適用割合で使用することができる。５ｇのア
ジムスルフロン＋９０ｇのテニルクロルという低い割合で見られるイネ被害の増加は、１
０ｇのアジムスルフロンというより高い割合またはテニルクロルのより高い割合において
被害の増加が起きていないため、明らかに異常である。この試験における直接的に水に種
撒きされたイネはより一般的な農業用の実施法である移植イネより除草剤による被害に対
して敏感である。さらに、イネは屋外より温室内で成長させる時の方がはるかに虚弱であ
り、そして除草剤による被害に対してより敏感である。これらの温室結果は従って１０ｇ
／ｈａのアジムスルフロンおよび１８０ｇ／ｈａのテニルクロル程度の高い割合では畑条
件下では作物の被害がほとんどまたは全くないことを示唆している。
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【００４５】

イヌビエ（Ｅ chinochloa crus-galli）の個々の容器に種を撒きそして発生の２葉段階ま
で成長させた。繁殖のためにタマ・シルト・ローム土を使用した。イネ（Ｏ ryza sativa,
 cv. Cypress）を予備発芽させそして土の表面に種を撒きそして発生の３葉段階まで成長
させた。処置前に全ての容器中の水の深さを約３ｃｍに調節した。化合物１および３を非
－植物毒性溶媒混合物中で調合しそして各容器中で土の表面に適用した。
【００４６】
処置した植物および未処置対照を温室条件下で１４日間保ち、その時に植物を未処置対照
と比較しそして視覚的に評価した。表Ｂにまとめる植物応答評価は０～１００の目盛りに
基づいており、そこでは０は効果なしでありそして１００は完全抑制である。
【００４７】
化合物１と化合物３の組み合わせは、驚くべきことに、コルビー式からの計算により予測
されるものより良好なある種の雑草の抑制を与えることが見いだされ、従って相乗的作用
を示す。表Ｂは化合物１および化合物３を単一活性成分として単独で適用した場合、化合
物１および化合物３の２種の活性成分の混合物として適用した場合の特定雑草の抑制の視
覚的評価、並びに化合物１および化合物３の除草剤混合物の予測される加算的効果（コル
ビー式）を示す。化合物１対化合物３の種々の比、並びに種々の調合タイプが２種の除草
剤の組み合わせにより有用な雑草抑制を与える。
【００４８】
【表２】
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【００４９】
この試験からわかるように、イヌビエの９０％以下の抑制を与えるであろうと予測された
アジムスルフロン (azimsulfuron)（化合物１）と７５ｇ／ｈａのペントキサゾン (pentoxa
zone)（化合物３）の組み合わせがはるかに良好な効果を与えることが驚くべきことに見
いだされた。例えば、５ｇ／ｈａのアジムスルフロンおよび７５ｇ／ｈａのペントキサゾ
ンはイヌビエに対して７２％の被害しか与えないであろうと予測されたが、９５％が観察
された。これは最適および最適以下の抑制水準の間にある差である。この相乗的作用によ
り、本発明の混合物はコルビー式を使用した個々の成分の効果の加算に基づいて必要であ
ろうものより実質的に低い適用割合で使用することができる。イヌビエに対する相乗的作
用とは対照的に、直撒きされたイネには被害が観察されなかった。
【００５０】

移植イネ（Ｏ ryza sativa, cv. Cypress）をタマ・シルト・ローム土中で処置前に５葉段
階まで成長させた。イヌビエ（Ｅ chinochloa crus-galli）は２葉段階であった。化学薬
品を調合しそして水田に直接加えた。３回反復しそして完全に無作為の設定で温室ベンチ
上に容器を配置した。水の深さを実験中はずっと３ｃｍに保った。処置から１４日後に、
イネの被害水準およびイヌビエの抑制を視覚的評価により測定した。表Ｃにまとめる植物
応答評価は０～１００の目盛りに基づいており、そこでは０は効果なしでありそして１０
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０は完全抑制である。コルビー式を使用して化合物１と化合物３の混合物の予測される加
算的除草効果を計算した。
【００５１】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５２】
この試験からわかるように、アジムスルフロン (azimsulfuron)（化合物１）とペントキサ
ゾン (pentoxazone)（化合物３）の組み合わせは全ての試験された割合において予測され
た抑制値より実質的に良好なイヌビエ抑制効果を与えた。予測された効果が相対的に低い
時には相乗的作用が最大の効果増加を与えることができる。この試験では、５ｇ／ｈａの
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アジムスルフロンと５０ｇ／ｈａのペントキサゾンは３７％の予測値に対して５７％の抑
制を与えた。予測された効果がすでに１００％近い時には、観察された効果はそれよりは
るかに大きいことはありえないが、この試験では１５ｇ／ｈａのアジムスルフロンおよび
１００ｇ／ｈａのペントキサゾンからの相乗的作用でも９２％の予測値から９９％の抑制
という有意の増加を生じた。この相乗的作用により、アジムスルフロンとペントキサゾン
の混合物はより低い適用割合において予測値より有意義に良好な抑制を与える。イヌビエ
に対する相乗的作用とは対照的に、移植イネには被害が実質的に観察されなかった。
【００５３】
本発明の主なる特徴および態様は以下のとおりである。
【００５４】
１．Ｎ－ [[(４ ,６－ジメトキシ－２－ピリミジニル )アミノ ]カルボニル ]－１－メチル－
４－ (２－メチル－２Ｈ－テトラゾール－５－イル )－１Ｈ－ピラゾール－５－スルホンア
ミド（アジムスルフロン (azimsulfuron)）である式Ｉ
【００５５】
【化１０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５６】
の化合物またはその農業用に適する塩、
並びに２－クロロ－Ｎ－ (２ ,６－ジメチルフェニル )－Ｎ－ [(３－メトキシ－２－チエニ
ル )メチル ]アセトアミド（テニルクロル (thenylchlor)）である式 IIａ
【００５７】
【化１１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５８】
の化合物および３－ [４－クロロ－５－ (シクロペンチルオキシ )－２－フルオロフェニル ]
－５－ (１－メチルエチリデン )－２ ,４－オキサゾリジンジオン（ペントキサゾン (pentox
azone)）である式 IIｂ
【００５９】
【化１２】
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【００６０】
の化合物から選択される１種もしくはそれ以上の化合物を含んでなる除草剤混合物。
【００６１】
２．式Ｉの化合物および式 IIａの化合物を含んでなる上記１の除草剤混合物。
【００６２】
３．式Ｉの化合物および式 IIｂの化合物を含んでなる上記１の除草剤混合物。
【００６３】
４．ベンスフロンメチル (bensulfuron methyl)、メトスルフロンメチル (metsulfuron met
hyl)、プロパニル (propanil)、クロリムロンエチル (chlorimuron ethyl)、ピラゾスルフ
ロンエチル (pyrazosulfuron ethyl)、イマゾスルフロン (imazosulfuron)、シノスルフロ
ン (cinosulfuron)およびシクロスルファムロン (cyclosulfamuron)よりなる群から選択さ
れる化合物をさらに含んでなる上記１、２または３のいずれかの除草剤混合物。
【００６４】
５．有効量の上記１、２または３のいずれかの除草剤混合物および少なくとも１種の次の
成分：界面活性剤、固体または液体の希釈剤を含んでなる望ましくない植生 (vegetation)
の成長を抑制するための農業用に適する組成物。
【００６５】
６．保護しようとする場所に除草有効量の上記１、２または３のいずれかの除草剤混合物
を接触させることを含んでなる望ましくない植生の成長を抑制するための方法。
【００６６】
７．保護しようとする場所がイネ作物である上記６の方法。
【００６７】
８．イネ作物が灌水した水田 (flooded paddy)の中で成長する上記７の方法。
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